
令和４年度事業報告書 

 

令和４年９月１日から 令和５年８月３１日まで 

 

ＮＰＯ法人シュタイナー＆モンテッソーリ・アカデミー 

 

１ 事業の成果 

 令和 4 年度は、令和元（2019）年 4 月の開所以降運営している事業所シュタイナーハウス・

モモに加え、新たに令和 4 年 4 月に開設した事業所モンテッソーリ・こどもの家が子どもたちの

療育に関わった年である。私たちの NPO 施設は、発達障害児や障害をもつ児童に対して、シュ

タイナー教育とモンテッソーリ教育を用いて療育に当たる日本で初めての教育施設である。シュ

タイナー教育においては、その理論と実践を専門的に研究する理事長の衛藤（広島大学教授）が

当たり、モンテッソーリ教育は、専門家（モンテッソーリ九州幼児教育センター所長・藤原江理

子氏、広島モンテッソーリ教師養成コース長・下條善子氏ら）による指導と研修を受けることで

進めてきた。また、NPO のスタッフは、療育・福祉・心理学に関する有資格者や元学校長・園

長・指導主事・大学教授など教育現場に関わってきた者で構成され、その専門性と指導力ゆえ、

教育効果は顕著に現れ、児童の問題状況は大きく改善され、すべての保護者や学校から高い評価

を得ている。こうした結果を受け、開設当初、4 名の児童でスタートした本施設は、令和 5

（2023）年度には、シュタイナーハウス・モモ 30 名（幼児 3 名、児童 27 名）、モンテッソー

リ・こどもの家 11 名（児童 1 名、幼児 10 名）の総計 38 名（3 名は両事業所を利用しているた

め合計から減数）へと児童数を伸ばし、その発展が裏付けられる。 

本年度の活動としては、個別の学習支援に加え、NPO が重視するシュタイナーとモンテッソ

ーリ教育に基づく感覚・芸術・自然体験活動が広く展開された。具体的には、両教育法に基づく

教具を使った感覚教育に加え、水彩画や陶芸などの芸術活動、自然の中での体験活動、施設の畑

で行う自然農業、施設で飼う日本ミツバチの蜂蜜からの採蜜や巣を材料とする蜜蝋作りなどを行

った。さらに、スタッフも両教育の理解を深めるために、専門家が行う講座（小林由香氏の「色

の声をきくシュタイナー水彩 ぬらし絵講座」、はたえりこ氏の「いのちのオイリュトミー講

座」）を受講したり、専門学会との交流（モンテッソーリ教育学会・佐々木信一郎氏が 2022 年

12 月 20 日に当施設を訪問）を深めていったりした。また、学習活動の発展として、本年は、夏

休みを利用して、朝日プリンテック九州支社北九州工場、農事センター、井出浦浄水場、平和ミ

ュージアム、小倉城、スペース LABO、プラネタリウム、いのちのたび博物館、ほたる館を訪問

したり、芦屋地層群での化石採掘や水晶山での水晶採掘も行ったりした。また、施設内では、デ

イキャンプを開催し、自作のピザ窯でピザを焼き、様々なレクレーションを行った。 

とりわけ、療育内容として特記すべきことは、私たちが行う不登校児童への療育活動が北九州

市教育委員会から高く評価され、児童が所属する学校の校長との話し合いを経て、施設への通所

を学校への出席扱いとすることが承認された点である。昨年度は、この実績を参照したいと宗像

市教育委員会（教育長はじめ多くの職員）が当 NPO を訪問し、理事長の衞藤が助言をした。 

さらに、私たちの施設への外部団体からの支援としては、2022 年 11 月 4 日の公益財団法人中

央競馬馬主社会福祉財団（令和 4 年度施設整備等助成金：198 万円）、2022 年 11 月 21 日の八幡



中央ロータリークラブ（木山幸二会長、横山弘美氏、高原博樹氏、長柄慈朗氏によるシュタイナ

ー教具・モンテッソーリ教具・自然農業資材の寄付）が挙げられる。個人としては、平田啓氏・

平田久仁子氏、清水聖一郎氏、増渕翠氏、金城圭紀氏、岡部佳代氏、吉村一仁氏、岩崎武彦氏、

植田陽子氏から寄付をしていただいた。 

以上の活動は、NPO のホームページ（http://steiner-montessori-academy.com/）で公開して

いる。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

定款の 

事業名 
事 業 内 容 

実施 

日時 

実施 

場所 

従事

者の

人数 

受益対象

者 

の範囲及

び 

人数 

支出額 

(千円) 

① 子 供

の 教

育 に

関 す

る 調

査 ・

研 究

事 業

及 び

情 報

提 供

事業 

渋谷育英会による学術研

究。「シュタイナーとモン

テッソーリの教育法に基

づく実践応用研究」120 万

円の支援金を受ける。 

2023 年度 広島大学 

シュタイナ

ーハウス･

モモ 

1 名 通所児童

モモ：不登

校 児 13

名、放課後

利用児 14

名、幼児 3

名の計 30

名。こども

の家：幼児

10 名と児

童 1 名の

計 11 名。 

総 計 41

名。両方に

来ている

幼児・児童

を省くと

37名。 

0 

公益財団法人中央競馬馬

主社会福祉財団から、私た

ちの施設に対し、令和 4 年

度施設整備等助成金（198

万円）の交付決定 

2022 年 11

月 4 日 

公益財団法

人中央競馬

馬主社会福

祉財団 

1 名 通所児童

37名 

0 

http://steiner-montessori-academy.com/


八幡中央ロータリークラ

ブ（木山幸二会長、横山弘

美様、高原博樹様、長柄慈

朗様）から、シュタイナー

教具・モンテッソーリ教

具・自然農業資材の寄付、

目録贈呈。 

2022 年 11

月 21 日 

シュタイナ

ーハウス･

モモ 

2 名 通所児童

37名 

0 

強度行動障害支援者養成

研修基礎研修を受講し、資

格を取得。 

2022 年 12

月 5 日 

 

オンライン 

（シュタイ

ナ ー ハ ウ

ス･モモ） 

1 名 通所児童

37名 

0 

モンテッソーリ教育学会・

佐々木信一郎先生が当施

設を訪問され、共同研究を

行うことが決定。 

2022 年 12

月 20 日 

シュタイナ

ーハウス・

モモ 

1 名 通所児童

37名 

0 

長崎大学 子どもの心の医

療・教育センター「子ども

の心の支援にかかわる高

度人材育成プログラム」令

和 5 年度 e ラーニング C

コースに児発管が参加。 

2023 年 4 月

1 日～  

シュタイナ

ーハウス・

モモ 

1 名 通所児童

37名 

0 

北九州市教育委員会不登

校課・中谷地課長訪問。不

登校児童の実態を話し合

う。 

 

2023 年 5 月

16 日 11 時

～12 時 10

分 

シュタイナ

ーハウス・

モモ 

30名 通所児童 

37名 

0 

小林由香氏による「色の声

をきくシュタイナー水彩 

ぬらし絵講座」を受講  

2023 年 6 月

～ 

E-Learning 

 

 

1 名 通所児童

37 名とス

タッフ 

0 

はたえりこ氏による「いの

ちのオイリュトミー講座」

を受講  

2023 年 6 月

～ 

E-Learning 

 

1 名 通所児童

37 名とス

タッフ 

0 

福岡県立八幡高等学校・神

谷輝弘校長訪問。NPOの教

育活動やシュタイナー研

究についての講演を依頼

される。 

2023 年 8 月

1 日 14 時～

15時 

シュタイナ

ーハウス・

モモ 

1 名 八幡高等

学校生徒・

教員 

0 



北九州市立大学の学位生

3 名をインターンシップ

として受け入れる。 

 

2022 年 8 月

7 日～9 月

30日まで 

シュタイナ

ーハウス・

モモ 

3 名 通所児童

37 名、ス

タッフ 4

名 

0 

2023 年度福岡県サービス

管理責任者・福岡県児童発

達支援管理責任者基礎研

修を児童指導員が受講、資

格取得。 

2023 年 6 月

21日から 7

月 9 日 

Zoom 研修 8

月 9 日 

E-Learning 

 

 

1 名 

 

 

 

通所児童 

37名 

 

 

0 

論文「発達障害や障害をも

つ子どもたちとともに～

シュタイナーハウス・モモ

の 実 践 」『 Steiner 

Approach』（February 2023 

e-waldorf international 

ltd.）4～9頁。 

 

2023年 2月

1日 

 

イギリスで

活躍するシ

ュタイナー

研究者石川

華代氏によ

る 雑 誌

Steiner 

Approach

への招待論

文 

1 名 雑誌読者

100名 

0 

教育思想史学会誌に、河野

桃子著『シュタイナーの思

想とホリスティックな知』

勁草書房（2021年）の書評

を代表者衛藤吉則が執筆。 

2022 年 9 月 

 

教育思想史

学会『近代

教育フォー

ラム』 

1 名 学 会 誌

500名 

0 

②子ども

の育児・

子育て相

談（発達

に関する

相談を含

む）事業 

１．学校・教育委員会 

２．相談支援専門員 

３．保護者との面談・相談 

１． 

2022 年 9 月

16 日：藤松

小・岩崎幸

人校長、支

援 学 級 担

任。10 月 25

日：永犬丸

小・渕上正

彦 校 長 。

2023 年 5 月

19 日：井堀

小・中尾佳

子校長、5月

シュタイナ

ーハウス・

モモ 

 

モンテッソ

ーリ・こど

もの家 

2 名 関係通所

児童 30 名

とその保

護者 

0 



16 日：北九

州市教育委

員会不登校

課・中谷地

課長。5月23

日：皿倉小・

池田洋士校

長。6 月 2

日：槻田中

担任・岩本

先生。6 月 8

日：北九州

市教育委員

会学校教育

部生徒指導

課・二木茂

喜氏、スク

ールソーシ

ャルワーカ

ー（秋本凛

担当）。6 月

16 日：皿倉

小・池田洋

士校長。7月

7 日：井堀

小・中尾佳

子校長、4年

生担任。 

２． 

2022 年 11

月 25 日：大

内山朝飛君

の相談支援

員・武智氏、

ごえん黒崎

児発管・岩

村明菜氏。

11月 25日：



平野壱麻君

の相談支援

員・武智氏。

12 月 8 日：

相 談 支 援

員・武智氏

（モニタリ

ング）。12月

8 日：相談支

援員・武智

氏（モニタ

リング）。12

月 8 日：相

談支援員・

武智氏（モ

ニ タ リ ン

グ）。2023年

6 月 20 日：

相 談 支 援

員・佐藤氏、

保護者。 

 

３． 

（こどもの

家）2022 年

9 月 11 日 1

名。9 月 14

日 1 名。9月

15 日 1 名。

9 月 19 日 1

名。9 月 20

日 1 名。9月

22 日 1 名。

10 月 2 日 1

名。10 月 12

日 1 名。10

月 26 日 1

名。 



（ モ モ ）

2022 年 9 月

5 日 1 名。10

月 7日 1名。

10月 17日 1

名。2023 年

4 月 24 日 1

名。6 月 10

日 1 名。6月

26日 1名。 

③治療教

育として

の農業・

養蜂及び

農作物・

蜂蜜・養

蜂製品の

製造販売

事業 

日本ミツバチの蜂蜜の採

蜜 

2022 年 10

月14日（金）

10時～13時 

北九州市八

幡東区高見 

5 名 通所児童

37名 

0 

日本ミツバチの蜂蜜の採

蜜・蜜蝋・蜜蝋クリーム作

り 

2022 年 11

月11日（金）

10 時 30 分

～12 時 30

分 

北九州市八

幡東区高見 

5 名 通所児童

37名 

0 

日本ミツバチの蜂蜜の採

蜜 

 

 

2023 年 7 月

14日（木） 

15 時 30 分

～17 時 

広島大学農

場 

1 名 通所児童

37 名、広

島大学学

生 8 名 

0 

④保護

者・市民

に対する

子どもの

健全育成

のための

啓発事業 

陶芸指導（陶芸家・井上誠

司氏による指導） 

2022 年 11

月 3 日（木・

祝）10 時～

14時 

シュタイナ

ーハウス･

モモ 

10名 通所児童

10 名、保

護者、関係

者 

0 

シュタイナーハウス・モモ

文化祭 

モモの児童とスタッフの

芸術作品や陶芸品を展示

し、音楽発表会をし、保護

者・関係者・市民が参観。 

2022 年 11

月 3 日（木・

祝）～5 日

（土） 

 

シュタイナ

ーハウス・

モモ 

9 名 通所児童

13 名、保

護者、関係

者、一般市

民 

0 

⑤児童福

祉法に基

づく障害

児通所支

北九州市指定の児童発達

支援事業所及び放課後等

デイサービスの運営。 

通年 事務所 9 人 通所児童

37名 

29,077 



援事業 

⑥児童福

祉法に基

づく障害

児相談支

援事業 

⑦障害者

の日常生

活及び社

会生活を

総合的に

支援する

ための法

律に基づ

く一般相

談支援事

業 

⑧障害者

の日常生

活及び社

会生活を

総合的に

支援する

ための法

律に基づ

く特定相

談支援事

業 

⑨障害者

の日常生

活及び社

会生活を

総合的に

支援する

ための法

律に基づ

く障害福

祉サービ

実施しなった。      



ス事業 

⑩食の提

供及び親

と子ども

の居場所

提供事業 

施設内で夏祭りを開催 2023 年 8 月

11日（金） 

10 時 30 分

～17 時 30

分 

シュタイナ

ーハウス・

モモ 

7 名 通所児童

10 名、家

族 

0 

施設の庭のピザ窯でピザ

を焼き、食事会を開催。 

2023 年 8 月

26 日（金）

10 時 30 分

～15 時 30

分 

シュタイナ

ーハウス・

モモ 

7 名 通所児童

など 13名 

0 

事務所のフリースペース

を利用し、子どもへの食事

提供や遊び場所、勉強場所

を提供する。 

通年 シュタイナ

ーハウス･

モモ 

3 名 通所児童

37 名、保

護者 

0 

 

（備考） 

１ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とする。 

２ ２は、(1)には特定非営利活動に係る事業、(2)にはその他の事業について区分を明らかにして

記載する。 

３ ２の(1)については事業毎に定款の事業名、事業内容、実施日時、実施場所、従事者の人数、

受益対象者の範囲及び人数並びに支出額をそれぞれ記載する。 

４ ２の(1)のうち「受益対象者の範囲及び人数」の欄には、具体的な受益対象者及び人数を記載

する。 

５ ２の(2)については事業毎に定款の事業名、事業内容、実施日時、実施場所、従事者の人数及

び支出額をそれぞれ記載する。定款上、「その他の事業」に関する事項を定めている場合は、当該

事業年度に実施しなかった場合も「実施しなかった」旨を記載する。 

 

 

 

 

 


